
⚫ 日本：旺盛な需要を捉え、トップライン伸長。ミックス改善、価格転嫁、一過性のコスト減により増益

⚫ 海外：地域別・市場別施策の効果により、トップライン伸長。価格転嫁、ミックス改善で増益

（単位：百万円）

<日本>

売上増減/

粗利要因

<日本>

販管費要因
<海外>

売上増減/

粗利要因

FY21
営業利益
（実績）

<海外>

ロシア事業を除外
（のれん償却前）

<海外/連結消去>
販管費要因

・プラス要因
・マイナス要因

<日本>
新ITシステム
(成長投資)

・価格転嫁
・ミックス改善
・増収効果
・ラベル原材料価格
・プリンタ製造コスト

・輸送コスト
・営業活動の活発化
・R＆D

・ミックス改善
・増収効果
・価格転嫁
・プリンタ製造コスト
・ラベル原材料価格

・営業活動の活発化
・輸送コスト

20220506

※ 各計画値は概数

営業利益 FY2022の計画（連結）

FY22
営業利益
（計画）


